
営 農
情 報

作　型：夏秋栽培　　　  品　種：京ひかり
播種日：６月 10 日～　　播種量：50 ～ 60ml/10a

1. 播種
　トロ箱か水稲育苗箱に筋蒔きします。

2. 鉢上げ
　本葉が小豆大ぐらいの大きさで鉢上げします。

3. 施肥（10 ａあたり）　　　　　　　
　元肥　窒素 28㎏　リン酸 28㎏　カリ 26㎏

4. 定植
　本葉 7 ～ 8 枚で定植します。植え付け後は十分に
潅水し、活着後は潅水を控えめにします。

5. 支柱立て・ネット張り
　仮支柱を倒伏防止の為に定植後直ちに行い、ネッ
トを 1 段もしくは、2 段張ります。

１．貯蔵
　今後、気温の上昇により庫内の温度も上昇する恐れがあります。朝夕の換気に努めて貯蔵管理を行いましょう。

２．せん定
　内向枝や立ち枝、かぶさり枝を中心に除去しましょう。木の状態を見ながら、着花が心配される園地については間引
き主体のせん定を行い、隔年結果が予想される園地については、着花確認後にせん定を行うようにしましょう。

３．病害虫防除
対象品種 病害虫名 薬剤名 倍　数 散布時期 備　考

温州みかん そうか病 デランフロアブル 1,000倍
4月上旬

（発芽3㎜頃）
そうか病が多い園では、4月下旬に
再度散布しましょう。

中晩柑 かいよう病
コサイド３０００
加用　クレフノン　

2,000倍
200倍

4月下旬
(開花直前 )

４．施肥、葉面散布
肥料名 対象品種 １０ａ当り 施肥時期

硫酸マグネシウム 全　品　目 ２俵 ４月上旬

熊本果樹肥料　10-7-4
中熟・普通温州 ４俵 ４月上旬

ポンカン、清見、河内晩柑、甘夏、パール柑 ２俵 ４月中旬
熊本デコポン　８-３- ３ デコポン ３俵 ４月中旬

葉面散布の実施				  
目　的 薬剤名 倍　数 散布時期

緑化促進・苦土欠対策 葉面マグ ２００倍 ４～６月

果
樹 ４月の柑橘園管理

山下　俊二
下島営農指導センター
080-1729-1632

果　樹

野
菜 ピーマン栽培始めませんか !?

山下　和樹
下島営農指導センター
090-5028-9494

野　菜

6. 潅水
　潅水は、土壌の湿り具合を見なが
ら行います。また、収穫時に晴天が
続く場合は毎日少しずつ潅水しま
す。

7. 追肥
　月に 1 ～ 2 回程度

8. 整枝
　採光を良くする為に、中の枝は混み合わない程度
に適時間引きます。

9. 収穫
　収穫開始時は、樹勢維持の為 M 中心で収穫します。
それ以降は、L 中心で収穫します。収穫した果実は
長時間日光に当てないよう日陰に移し、品質維持に
努めます。
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営 農
情 報

① 水田除草剤の適正使用
　農薬は、あらかじめ品質・効果・残留
性などが、基準によりチェックされ、問
題がないと判断された薬剤が農林水産大
臣の登録を受け、販売・流通しています。
　水田除草剤として製品に貼付されてい
るラベルには効果や薬害、残留性等から
設定された使用基準や使用上の注意事項
が記載されています。その内容を遵守し
て使用してください。薬剤の特長や散布

方法を把握し効率よく利用し、特に散布時や散布後数日
間 (7 日程度 ) の水管理には十分注意を払う必要がありま
す。湛水状態を保つことは、安定した除草効果が得られ
るばかりでなく水田水系外への除草剤成分の流出を防止
するためにも重要となります。
　散布した除草剤の有効成分は水田土壌の表層に吸着さ
れて除草効果を発揮します。安定した効果を得るために
は、この処理層を壊さない水管理が大切です。落水や漏

出を防ぎ、掛け流しを行わないようにしましょう。
　また、水が少なくなり田面が露出するとその部分の除
草効果が低下しますので減少分をその都度補充してくだ
さい。
② 有効茎数の確保と中干し
　除草期間が終了したら有効茎数を確保するために暖か
い日中は浅水管理で分げつの促進に努めてください。1
株の茎数が 18 本程度確保できたら中千しを行ってくださ
い。( 平年では 5 月 20 日頃より ) 水管理を容易にするた
めに、中干し前の土が軟らかい時に「溝切り」を行いましょ
う。
③ 中間施肥 病害虫防除
　中干し前に、茎を丈夫にするために珪酸加里を 10 アー
ルに 20 ～ 30kg 施用してください。
　補植苗は病害虫の発生要因となりますので、早めに取
り除きましょう。
　また、畦畔の除草による耕種的防除に努めましょう。

水
稲 水稲営農情報

新木　真一
農畜産課　課長
0969-22-1105

水　稲

(1) 配合飼料の給与
　一般的に、生後 l ヶ月齢頃から母牛の母乳と乾草だけで
はエネルギー不足になってしまうため、それを補うため
に配合飼料の給与が必要となります。
　3 ヶ月齢頃からは採食量が増えますが、過剰摂取によ
り太り過ぎにならないよう気をつけましょう。

ア　1 ～ 4 ヶ月齢頃まではモーレットを、以降は育成
用配含（ぐんぐん・ぐんぐん A）に切り替える。

イ　配合飼料は採食量、糞の状態を観察しながら給
与量を調節する。

(2) 新鮮な水の給与
　充分な水が飲めないと、採食量の低下を招き発育に悪
影響を及ぼします。また、暑い時期には水分要求量が増
加しますので、充分な給与を行うようにしましょう。

ア　飲料水の確保

(3) 別飼い
　子牛だけが自由に出入りできる育成専用のスペースを
設けて、その中で飼
料給与を行います。

ア　 別 飼 い は、
ルーメン機能
の働きを促し
発育を良くす
る。

イ　生後 10 日頃から別飼い施設を設ける。

(4) 運動
　運動は子牛の足腰の骨・筋肉の発達を促するために必
要です。また、子牛を過肥させないためにも有効です。

ア　自由に運動できるスペースを設ける。
イ　運動場には、傾斜をつけて水が溜まらないよう

にする。

(5) 離乳
　離乳方法には 4 つの方法があります。

ア　5 ヶ月齢程度で離乳する自然ほ乳
イ　自然ほ乳の期間を 3 ～ 4 ヶ月に短縮する早期離

乳
ウ　分娩直後親子分離をし人工ほ乳する方法
エ　自然ほ乳を行いながら、分娩後 15 ～ 28 日間は

親子を分離し 1 日 2 回程度に、ほ乳回数を制限す
る制限ほ乳方法

　どの方法をとるかは、農家の管理状況や労働条件等に
よって変わつてきます。自然ほ乳は、母牛の泌乳量で子
牛の発育が大きく左右しますので、発育が遅れる場合は
親子分離をし、人工ほ乳に切り替えます。
　離乳方法は、イの早期離乳を実施することが、優良地
域の事例からも言える様に、発育が良いようです。

畜
産 健康で発育の良い子牛を育てるには

太田　拓真
上島営農指導センター
080-1707-9237

畜　産

8


